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１．はじめに 
 博多湾は湾口が狭く，閉鎖性の強い内湾であるため 栄

養塩類が蓄積しやすいという物理的特性があり，赤潮の

発生，底部での貧酸素水塊の発生，底生生物の死滅など

が問題視されている．また，室見川河口では埋め立ての

ための海砂採取による浚渫窪地があり，その急激な地形

変化より海水の鉛直方向の交換が行われにくく，浚渫窪

地周辺，湾内の生物に影響を与えることが指摘されてい

る１）． 東京湾や大阪湾など全国の内湾に存在する浚渫窪

地では水質や底質に関する研究２）が進められ，その存在

が貧酸素水塊発生の要因となっていることが指摘されて

おり，博多湾でも同様に浚渫窪地周辺で夏季に最も早く

貧酸素水塊の発生が認められる．一般に浅海域の底質に

は河川から流入した懸濁物質および海域で生産されたプ

ランクトンの死骸などが蓄積しており，その分解・溶出

過程を通して水環境に種々の影響を与えているとことが

知られている３）．浅海域の酸素消費のほとんどは底泥に

よるものとの報告４）からも貧酸素の形成と底質の変化は

密接な関係があると考えられる．そこで，本研究では，

博多湾窪地周辺の底質および水質に関する調査を行い，

貧酸素の形成に伴う底質の変化を把握することを目的と

している． 
２．調査地点及び調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１に，調査地点を示す．C-13 の窪地については 2003
年 4 月から 2008 年 12 月まで 2 ヵ月に 1 回の頻度で調査

を行った．今年度から C-12 窪地も含め計 14 地点を 2010
年 3 月から 12 月まで調査を行った．水質調査には

HYDROLAB 社製多項目水質計を使用し，水表面から

0.5(m)と底部から 0.1(m) 上の間を，0.1(m) 間隔で溶存酸

素濃度（DO），塩分，水温，COD（化学的酸素要求量）

等の水質を測定した．底泥調査は,エクマン・バージンを

海底に投入し,各地点で３回底泥を採取した．採取した底

泥は，現地で，表層の泥温・ORP（酸化還元電位）を測

定し，底泥の表層から 1(cm) 程度を混合し研究室に持ち

帰り含水比・AVS（酸揮発性硫化物）・強熱減量の測定を

行った． 

３．結果 

 図 2 は，底泥表層の AVS および底部における水温・DO
の季節変化を示しており，夏季の窪地内の AVS の値より

も 10 月の値の方が高くなった．窪地内の AVS の値は 3
月から 10 月において増加傾向にあるが，C-12 窪地内の

地点④・⑤では，5 月から 7 月において低くなっていた．

水温については，どの地点においても 3 月から 9 月頃ま

で上昇し，10 月は，窪地周辺の地点の水温は下がってい

るが，窪地内ではあまり下がっておらず，C-13 窪地内で

は上がっていた．DO は 5 月以降窪地底部において，値が 
3(mg/L) 以下と貧酸素水塊が発生しており，また，夏季

には 1(mg/L) 以下と，強い貧酸素水塊が形成されていた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 調査地点 

図２ AVS・水温・DOの季節変化 
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C-13 窪地では，周辺の地点でも，8 月の調査で 3(mg/L) 
以下と貧酸素水塊が形成されていた． 
４．考察 

 図 2 から窪地内の AVS の値は，底部にたまった有機物

を硫酸還元菌が分解する過程で水中の酸素を大きく消費

し，DO の値が低くなり，強い貧酸素水塊が発生する夏季

において AVS の値が高くなっていると思われたが，水中

の DO が回復してくる 10 月前後に最も高い値を示した．

図 3 の C-13 窪地の経年変化からも，年度によって多少ば

らつきがあるものの，AVS の値は夏季からずれ込んだ 10
月前後で高い値を示している．これは，図 2・図 3 の底

部における水温，底泥の泥温の変化から分かるように，

窪地内では急激な地形変化により，鉛直方向の海水の交

換が行われにくいために，夏季に暖められた水温・泥温

は，高くなった温度のまま 10 月頃まで継続して高かった

ためと考えられる．また，DOは，9 月以降増加傾向を示

しており，AVS との相関は低くなる．一般に DOと AVS
とは負の相関性が高いとされており４），浚渫窪地内では

夏季には水温・泥温の上昇および DO の低下により，底

質の還元層内の硫酸還元菌が活発に活動しAVSが蓄積さ

れたためである．博多湾では，水温が低下する秋季にな

ると表層からの酸素の供給が増え若干DOが増加するが、

泥温は高いままで硫酸還元菌は活発に活動しAVSが蓄積

され続けるため DOと AVS との相関が既存の知見と異な

ったと考えられる． 
図 3 の ORP の経年変化からも，夏季よりも 10 月前後

で低い値を示していることから，底泥内は嫌気的な状態

が保たれていることが分かる． 

５．結論 

１)窪地内での AVS の値は，貧酸素水塊が発生し DO の

値が最も低くなる夏季よりも DOが回復傾向にある 10月
前後で高い値を示した． 
２)窪地では，鉛直方向の海水の交換が行われにくいため，

夏季に暖められた水温・泥温が 10 月前後まで継続して高

かったことが分かった． 

３)10 月前後で AVS が高い値を示したのは，底部の水

温・底質の泥温が高かったこと，ORP が低い値を示して

いたことから，底部において嫌気的な状態にあったこと

が AVS の値に影響を与えたと考えられる． 
４)秋季においても泥温が高いままで，硫酸還元菌が活発

に活動していたことから，AVS が蓄積され続けたため，

窪地内では AVS と DO の相関が低いことが分かった． 

６．今後の課題 

１)C-13 窪地においては，底質環境に関する長期的な変

動が確認できたが，C-12 窪地では過去の調査データがな

かったため，今後調査を継続的に行い，データの妥当性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を示す必要がある． 
２)博多湾全体の底質特性を把握するため，調査地点を増 

やし，底質の変化を把握していく必要がある． 
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図3 C-13窪地の AVS・ORP・DO・泥温の経年変化 
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